
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【達人シリーズ】 

旧製品からの移行手順書 



1 

 

目次 

■事前準備                  ………p. 2 

■インストール作業 

・スタンドアロン版             ………p. 4 

・LANPACK 版（サーバー）          ………p. 8 

・LANPACK 版（クライアント）       ………p. 12 

■達人の初回起動               ………p. 16 

■データ移行                 ………p. 17 

■移行完了の確認               ………p. 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

【本手順書について】 

本手順書は旧製品から新製品への入替（バージョンアップ）を行う際の手順書となります。 

同一製品間での入替の場合は『最新版入替手順書』をご参照ください。 

 

■以下製品から入替のユーザー様が対象となります。 

・「電子手形の達人」     ⇒「手形の達人 for 奉行 11」「手形の達人 for 奉行クラウド」「電子債権の達人」 

・「手形の達人 for 奉行 10」 ⇒「手形の達人 for 奉行 11」「手形の達人 for 奉行クラウド」「電子債権の達人」 

・「電子債権の達人（Ver.8）」⇒「手形の達人 for 奉行 11」「手形の達人 for 奉行クラウド」「電子債権の達人（Ver.9）」 

 

【事前準備】 

１．バックアップを取得 

旧製品でバックアップを取得します。 

 

<会社データのバックアップ> 

[総合]-[データ管理]-[3.会社データ保存]メニューより、保存したいデータ領域をクリック選択後 

[F2 保存]ボタンを押下して、保存先の指定を行い、[保存]ボタンを押してバックアップを取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 『電子手形の達人』から入替のお客様  

『電子手形の達人』から新製品への入替の場合は、バックアップ取得手順が異なります。 

 

<取得方法> 

①事前に、バックアップを取得したい場所にフォルダを作成します。 

②新製品の達人ディスク（DVD）を挿入し、[Tools]フォルダを開きます。 

③「TegataBackUp.exe」を実行し、バックアップを取得するデータ領域、 

手順①で作成したフォルダを指定の上で [開始]ボタンを押下します。 
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<手形フォームのバックアップ> ※手形発行機能を使用されている場合のみ 

[総合]-[導入処理]-[9.フォーム設計]-[1.手形フォーム設計]メニューより、保存したいフォームをクリック選択後 

[F2保存]ボタンを押下して、保存先と保存ファイル名の指定を行い、[保存]ボタンを押してバックアップを取得します。 

 

 

 

２．登録件数情報を確認 

[総合]-[管理ツール]-[2.登録件数情報]メニューより、現在達人に登録されているデータの登録件数情報を確認します。 

 

 

 

３．プログラムのアンインストール 

[Windows スタート]-[Windows システムツール]-[コントロールパネル]-[プログラムのアンインストール／プログラ

ムと機能]を開き、以下のプログラムが存在していた場合はアンインストールをお願い致します。 

 

<アンインストール対象のプログラム> 

・達人 仕訳連動コンポーネント 

・達人 共通コンポーネント 

 

スクリーンショットや情報をメモに控えてください。 

製品入替後にデータの件数比較を行います。 
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次に、新製品の達人をインストールします。ご利用ライセンスに応じて下記ページをご確認ください。 

■ご利用製品がスタンドアロン版の場合 …P.4 

■ご利用製品が LANPACK 版の場合 …P.8 

 

 

【インストール作業  ／スタンドアロン版】 

新製品の達人プログラムをインストールします。 

 

①DVD を挿入し、「Setup.exe」を実行します。 

 

 

②[セットアップを実行する]ボタンを押下します。 

 

 

③以下メッセージを、[はい]で進みます。 
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④[開始]ボタンを押下します。 

SQLserver（データベース）のインストールが開始されます。しばらくお待ちください。 

 

 

⑤以下メッセージを [はい]で進み、処理が完了するまでしばらくお待ちください。 

 

 

⑥次に、達人本体プログラムのインストールに移ります。 

以下画面を [次へ]で進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SQLserver のインストールは約 15～20 分ほどかかります。 

エラーが出る場合や、しばらく待ってもインストールが完了

しない場合（35~40％から進まない 等）は弊社サポートセ

ンターまで、お問い合わせください。 

 

○サポートセンター○ 

TEL：050-2018-2788 

（月～金曜日／9:30～12:00、13:00～17:00） 
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⑦「使用許諾契約」画面では、“◉同意します” にチェック☑を付けて [次へ]で進みます。 

 

 

⑧「インストール先フォルダ」画面では、プログラムのインストール先を指定し、[次へ]を押下します。 

 

 

⑨[インストール]を押下します。 
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⑩インストールが進行します。 

「～完了しました。」と出たら、[完了]を押下します。 

 

 

⑪以下のメッセージも[OK]で進みます。 

 

 

⑫「達人ソフトセットアップ」画面に戻るので、[閉じる]で終了します。 

 

 

セットアップ完了後、 

【達人の初回起動（P.16）】へお進みください。 
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【インストール作業  ／LANPACK 版】 

新製品の達人プログラムをインストールします。 

 

《サーバーセットアップ》 

まずはサーバーPC にて、環境構築とサーバープログラムのセットアップを行います。 

 

①環境構築 DVD を挿入し、「Setup.exe」を実行します。 

 

 

②以下メッセージを、[はい]で進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③[開始]ボタンを押下します。 

SQLserver（データベース）のインストールが開始されます。しばらくお待ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SQLserver のインストールは約 15～20 分ほどかかります。 

エラーが出る場合や、しばらく待ってもインストールが完了

しない場合（35~40％から進まない 等）は弊社サポートセ

ンターまで、お問い合わせください。 

 

○サポートセンター○ 

TEL：050-2018-2788 

（月～金曜日／9:30～12:00、13:00～17:00） 
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④以下メッセージを [はい]で進み、処理が完了するまでしばらくお待ちください。 

 

 

⑤次に、達人本体プログラムのインストールに移ります。 

本体プログラムの DVD を挿入し、「Setup.exe」を実行します。 

 

 

⑥[サーバーセットアップを実行する]ボタンを押下します。 
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⑦以下画面を [次へ]で進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧「使用許諾契約」画面では、“◉同意します” にチェック☑を付けて [次へ]で進みます。 

 

 

⑨「インストール先フォルダ」画面では、プログラムのインストール先を指定し、[次へ]を押下します。 
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⑩[インストール]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪インストールが進行します。 

「～完了しました。」と出たら、[完了]を押下します。 

 

 

⑫以下のメッセージも[OK]で進みます。 
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⑬「達人ソフトセットアップ」画面に戻るので、[閉じる]で終了します。 

 

 

《クライアントセットアップ》 

次にクライアント PC にて、クライアントプログラムのセットアップを行います。 

 

①DVD を挿入し、「Setup.exe」を実行します。 

 

 

②[クライアントセットアップを実行する]ボタンを押下します。 
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③以下画面を [次へ]で進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「使用許諾契約」画面では、“◉同意します” にチェック☑を付けて [次へ]で進みます。 

 

 

⑤「インストール先フォルダ」画面では、プログラムのインストール先を指定し、[次へ]を押下します。  
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⑥[インストール]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦インストールが進行します。 

「～完了しました。」と出たら、[完了]を押下します。  

 

 

⑧以下のメッセージも[OK]で進みます。 
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⑨「達人ソフトセットアップ」画面に戻るので、[閉じる]で終了します。 

 

 

 

 

 

以上で製品のインストール作業は完了となります。 

次に、達人製品の起動とデータ移行を行っていきます。 
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【達人の初回起動】 

達人のインストールが完了したら、製品の起動を行います。 

起動時に「SQL サーバー情報設定」画面が表示されますので、以下手順の通りに進んでください。 

 

 

<スタンドアロン版をご利用の場合> 

画面に表示されてきたサーバー名はそのままで、[決定]ボタンを押下します。 

初期データベース作成の処理が走り、達人メニューが起動されます。 

 

<LANPACK 版をご利用の場合 ／サーバー> 

画面に表示されてきたサーバー名の情報をメモに控え、そのまま [決定]ボタンを押下します。 

初期データベース作成の処理が走り、達人メニューが起動されます。 

 

<LANPACK 版をご利用の場合 ／クライアント> 

クライアントプログラムの起動は、後述の「データ移行（P.17）」を完了後に行って頂きますようお願い申し上げます。 

サーバーの達人を初回起動した際に控えていたサーバー名を入力し、[決定]ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 データベース認証の画面が表示された場合 

起動時に「データベース認証」画面が表示された場合は、以下の情報を入力してお進みください。 

                     

                       

                      ☑SQLServer 認証を使用にチェック 

                      管理者：UNIONsa 

                      パスワード：union7778! 
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【データ移行】 ※LANPACK 版をご利用中の場合、以下作業はサーバーPC上で行ってください。 

旧製品で取得していたバックアップを、新製品の達人へデータ移行します。 

 

<会社データのバックアップを復元> 

[総合]-[データ管理]-[4.会社データ復元]メニューより、復元したいデータ領域をクリック選択後 

[F3 復元]ボタンを押下して、「【事前準備】<会社データのバックアップ>」で取得していたバックアップを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<手形フォームのバックアップを復元> ※手形発行機能を使用されている場合のみ 

[総合]-[導入処理]-[9.フォーム設計]-[1.手形フォーム設計]メニューより、[F3 復元]を押下して 

「【事前準備】<手形フォームのバックアップ>」で取得したフォームのバックアップを選択し、[開く]を押します。 

 

 

 

 

 

 

《注意》 『電子手形の達人』から入替のお客様  

『電子手形の達人』から新製品への入替の場合は、データ移行手順が異なります。 

 

<データ移行方法> 

①新製品の達人メインメニューより、[総合]-[随時処理]-[3.データコンバート]を開きます。 

②バックアップ形式：◉達人形式、コンバート元フォルダ欄で [参照]からバックアップフォルダを選択します。 

（「【事前準備】<会社データのバックアップ>」で取得していたバックアップフォルダを選択してください。） 

③[F3 実行]を押下すると、コンバート（データ復元）が開始されます。 

初期登録されている「約束手形 A」は当社のサンプル

フォームとなります。 

不要である場合は、[F7 削除]いただいて構いません。 
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以上で製品の入替、データ移行作業は完了となります。 

最後に旧製品から新製品へ、正常にデータが移行できているかを確認します。 

 

【移行完了の確認】 

新製品の達人メインメニューより、[総合]-[管理ツール]-[2.登録件数情報]を開きます。 

「【事前準備】２．登録件数情報を確認」で確認していた情報と比較し、データが引き継がれているかをご確認ください。 

 

 

《注意》 一部の製品間では勘定科目や補助科目 等の仕訳に関わるマスタが引き継がれません。 

下記製品間の移行では、仕訳の科目情報の持ち方が異なる為に勘定科目や補助科目などの“仕訳に関わるマスタ”が 

引き継がれません。 

移行後製品で会計ソフトと仕訳連携を行う場合、科目マスタや定型仕訳は再設定となりますのでご注意ください。 

 

■科目マスタが引き継がれない製品 

・「電子手形の達人」     ⇒「手形の達人 for 奉行クラウド」「電子債権の達人」 

・「手形の達人 for 奉行 10」 ⇒「手形の達人 for 奉行クラウド」「電子債権の達人」 

 

 

【お問い合わせ】 

製品の入替作業がうまくいかない場合やご不明点等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 

○サポートセンター○ 

TEL：050-2018-2788 

（月～金曜日／9:30～12:00、13:00～17:00） 

 

 


